












基準に満たない果実が 30 ～ 40% の割合で生じてしまう
ことを意味している．生産されたリンゴのうちで加工
用として取り扱われる割合は国によって異なり，中国































（2020 年 8 月 7 日受付，2020 年 10 月 21 日受理）
　国内産リンゴ加工原料の需要拡大に応えるために，カラムナータイプのリンゴ樹を用い，年間の労働時間を 6 割以上
削減して毎年反収で 8t が実現可能か検討した．毎年安定した収量を確保するためには，カラムナータイプリンゴの特
性である隔年結果性を利用し，無摘果で 1 果そうに 3 個以上結実させる過着果を樹列毎に隔年で交互に繰り返す隔年交
互結実法が有効であった．570 本 /10a の密植条件であれば，園地の半分の樹列の着果だけでも，反収で 10t 程度になる






















る（図 1）．試算に用いた平成 24 年度の平均反収は 2.3t
であることを考えると，この収量を達成するのはかなり
難しい．一方，摘果などの着果管理を省略すると，労働
































































































































省略 2.6 35.8 17.3 72.4 - 47.8 - 5.4 181.3 33.5
着果・着色














反収 生果用 ×単価 生果用 × 1− 10 + × × 10 －生産費








































2011 年 3 月に，長さ 40cm に調整したリンゴ台木 ‘JM7’
の挿し穂に接ぎ木し，密封して冷蔵庫で保存し，同年 4
月に試験圃場に挿し木した（接ぎ挿し）．同年 11 月に活
着した接ぎ挿し苗を堀上げ，樹間 0.5m で 2 列（1 列 16





い新しょう 2 本を主枝として残して，それ以降は 2 本主
枝（主幹）の形で維持した．主幹先端以外は，6cm 以上
伸びた枝はせん定時にすべて除去した．収穫作業を容易
にするため，2 本主枝を水平面に対して 25 度程度傾けた
斜立仕立てにした（図 3）．せん定はリンゴ栽培歴 20 年




と 3 年目は摘花剤（石灰硫黄合剤）と摘果剤（NAC 剤），
















翌年の花芽率 = 1− {− ［2.18− 9.95
当年の樹齢/













翌年の花芽率 = 1− {− ［ 1 − 2 当年の樹齢/ − 3 ∙
当年の着果負担程度∙当年の花芽率］｝



























150g 程度であり（図 6A），糖度は 10ºBrix 程度であった
（図 6B）．
着果負担の程度と翌年の花芽率との関係を明らかにす





　　　2014 年（3 年生樹）～ 2017 年（6 年生樹）の 4
年間のそれぞれの木の平均値











起こすためには，1 果そうに 3 個程度着果させることが




10a あたり 570 本植えの半分のカラムナー樹しか着果し
なくても，1 花そうに 3 個着果させて 1 果 150g とすると，











系統の花芽率は 3 年生樹で 0 ～ 0.5 程度であったが（図
8B の灰色の線），3 年生樹は着果させずに，4 年生樹で
着果量を幹断面積当たりで 7 果程度（1 果そう 3 個程
度）にすると，翌年はほぼ花が着かなくなると推定され

























なかったため，表 2 の 10a 当たりの換算作業時間は実際
より短く見積もられていると思われる．














































本試験で，カラムナータイプ 3 ～ 5 樹を手カゴで収穫し，
1 樹あたりの平均収穫時間から 10a あたりに換算した作







した場合の 1/2 の時間で済んだ（表 2）．さらに，木を
揺すって果実を下に落とす方法では，作業時間は 20 時
間程度で手カゴ収穫の 1/4 の時間で果実をコンテナに回
表 2　カラムナータイプリンゴ 5-12786 の斜立仕立て栽培にお
ける 10a 換算した収穫時間とせん定時間
調査年









2015 75.9 - 31.5 -
2016 68.5 35.2 18.5 26.6
2017 - - 16.7 -
2018 - - - 21.4
2019 93.3 46.7 21.5 23.8
平均 79.2 41.0 22.1 23.9
zそれぞれの方法で 100 果程度収穫するのに要した時間から 1
果あたりの時間を算出し，平均果実重 150g，反収 10t で計算
y15 ～ 30 樹（着果樹および不着果樹区別せず）のせん定に要
した時間から 1 樹あたりの時間を算出し，570 樹 /10a で計算








負担が 10（果 /cm2 幹断面積）以上の過着果の状態であっ
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Summary
　To meet the increasing demand for domestically produced apples for processing, we investigated through simulation whether 
it was possible to cultivate apples to an annual yield of 8t/ 10a using columnar apple trees while reducing labor hours by more 
than 60%. Stable yields could be obtained every year by systematically shifting the year of fruiting and the year of nonfruiting 
for each row of trees utilizing the characteristics of alternative bearing in the columnar trees. When the trees were managed 
so that 3 or more fruitlets were left within a cluster without thinning, the trees would have a heavy crop load and be induced to 
alternative bearing cycles. It was estimated that even if the half of the trees in the orchard at a high planting density (570 trees/ 
10a) did not bear fruit, the yield would be about 10t/ 10a. The fruit quality declined as the crop load increased, but the fruit 
weight and soluble solid content were maintained at 150g and 10 ºBrix, respectively, even after overfruiting. The harvesting 
time was shortened by collecting a large amount of fruit by dropping them onto a net spread under the canopy. It was estimated 
that annual labor hours could be reduced by more than 60% by omitting the fruit thinning and coloring operation and shortening 
the harvest time. The cultivation method in this study has great potential for apple production for processing because it is 
possible to increase the yield with labor-saving management.
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